
産官学連携 新型ろ過システム （2015年度開発中）

＜システムイメージ＞

コストダウン

コストダウン

危険部位の最小化

清掃人件費の削減

安全性が格段に向上

浴槽一体型ろ過ユニット

●「浴槽に砂ろ過を採用したこと、そのものが歴史的誤まり」との見解

● 温浴設備には危険箇所がいっぱい

● 従来のシステムはコストがかかる

● 大きなろ過機械室が不要

● ヘアーキャッチャーが不要

● ろ材は常に新品

● 浴槽～機械室空間の膨大な配管を削減

開発の経緯

システムのメリット


